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今年は１０年ぶりの冷夏となり、米の作柄に大きな影響を
与えてしまいました。今回は1993 年の冷害を教訓に、
冷害に強い品種への改良による減収抑制と、一定数量の
米備蓄が実行されており、10年前のような外国米の緊
急輸入措置には至りませんでした。米の備蓄の技術も年々
向上しており、食味も新米と差がなくなってきました。その
備蓄技術について取り上げてみました。  
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■　表1 米の貯蔵方法 

保管形態 

項　目 30kg 紙袋 

1トン樹脂袋 

米の生産地から消費地
への輸送に使用される
紙製の袋。玄米で約
30kg 詰められる。乾
燥調製された玄米を充
てん後、ミシン掛けで
封緘する袋と、上部に
付いているヒモで結束
する袋の２種類がある。

大規模な施設間の輸
送に使用される樹脂製
の袋。一般的にフレキ
シブルコンテナ（フレ
コン袋）と呼ばれてい
る。1 トン単位で扱え
るため、管理・運搬など
が 30kg 紙袋に比べ
省力化できる。

 

 

　今年の冷害の報道の中で「政府

備蓄米」という言葉を耳にされた方

も多いと思います。お米の生産量は

気象条件などにより大きく変化します。

米の不安定な生産に対して、不作

の時でも安定的に米の供給ができる

よう制度化されたものが備蓄米制度

です。 備蓄方式には ｢回転備蓄方式｣

と ｢棚上げ備蓄方式｣ があります。

回転備蓄とは毎年備蓄した米を主食

用に販売し、その分新米を買い入れ

るという方式です。回転備蓄におい

ては、品質の劣化が生じない限り､

順次在庫が更新され､ 消費者の嗜

好を踏まえた主食用へのより円滑な

供給が可能となります。棚上げ備蓄

とは､ 備蓄している米を一定期間使

用しなければ、古いものから順番に

主食用以外の飼料用などとして販売

する方式です。棚上げ備蓄の場合､

販売価格と買入価格との差が大きい

ため、回転備蓄に比べて財政負担

が大きいという欠点があります。現在

の備蓄制度では国民の負担の少な

い回転備蓄方式を採用しています。

備蓄米は市場では ｢たくわえくん｣ と

いう、表示で販売されています。 数

量としては１５０万トンを基本に、±５０

万トンの幅で運用されており、２００２

年度１０月末時点では２０１万トンが備

蓄されています。 備蓄米の保管はと

れたての味、品質を保つために、玄

米のままで温度が１５゚ Ｃ以下、湿度

が一定の低温倉庫で細心の注意を

払って保管されています。この条件

で保管されるお米は害虫やカビの繁

殖も防止できます。（農水省資料参考） 

　現在、米の貯蔵方法は４種類に

分類できます。（表１）カントリーエレ

ベーターでは、サイロ内にもみで保存

されています。出荷時にもみ摺りをし

て玄米を３０ｋｇ紙袋や１トン樹脂袋で

出荷します。カントリーエレベーター

や農協から集荷された玄米は倉庫で

保管されます。倉庫は断熱設備や

温湿度設備の有無で分類されます。  

 

 

 

最新のお米貯蔵の秘密 
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■　図1 貯蔵玄米の穀温と呼吸量の変化 
■　グレードアップシステム（再調製） 

 

 

　常温保管と低温保管では品質にど

のような違いがみられるのでしょうか？

米は生きているので貯蔵中、保管温

度が高いほど呼吸量は増加します。

呼吸とは、炭水化物と脂質、酸素を

消費して、二酸化炭素、水、熱を

生成する事です。呼吸量が増加す

ると米粒の成分が変化し、いわゆる

古米化が進みます。古米化とは米

粒中の各種酵素の作用により、炭水

化物・タンパク質・脂質が化学的変

化を起こすことによって発生する生理

的・物理的な変化を指します。 

（１）脂質の酸化 

　米粒の成分の中で脂質はもっとも

早く変化しはじめ、その主成分であ

る中性脂肪はリパーゼという酵素によ

ってグリセリンと脂肪酸に分解されます。

この脂肪酸がさらに酸化分解されて

生じたアルデヒト類が古米臭の原因と

見られています。また、脂肪酸はデ

ンプンと結合して炊飯時の糊化膨潤

を妨げ、米飯を硬くする原因となります。

（２）粘りの劣化 

　炭水化物（デンプン）はアミロー

スとアミロペクチンから構成されます。

アミロース含量１５%のお米の場合は

米の粘度が高く、冷却時の粘度低

下が緩やかである特性を持っています。

デンプンがアミラーゼという酵素により

加水分解されると、これらの特性が

変化し、粘りが無く、パサついた米

飯となる一因となります。 

（３）米飯粒の硬化 

　タンパク質（プロテイン）は２０種

類のアミノ酸から構成される物質で、

人間の細胞の主成分でもあります。

タンパク質はアミノ酸の種類と結合状

態によって膨大な数の種類や特性が

有りますが、米の主要タンパク質はグ

ルテリンと呼ばれる単純タンパク質です。

 このタンパク質は貯蔵中に少しずつ、

タンパク質を構成するアミノ酸のシス

テイン分子２つがシスチン結合して１

つの分子になってゆきます。その結

果タンパク質が変性し、吸水率の低下、

精米性の悪化につながると考えられ

ています。   

　つまり米を１５℃以下の低温で貯蔵

すると、米粒の生理・化学的変化

（細胞壁の硬化、脂肪の増加、タン

パク質の変化）の進行が鈍り、香り

の悪化（古米臭の発生）、精米特

性の悪化（精米の歩留りの低下）、

米飯の硬化、光沢の低下を抑制でき

ます。 更に低温保管のため、カビ等

の微生物の繁殖や害虫の発生を防

ぐ効果もあります。 （農林水産技術情

報協会「米の美味しさの科学」参考）

  

 

　１５℃以下の温度を維持するため

に必要なランニングコストを低減する

ために、東北・北海道地域では厳

冬期に外気を送風する方式での冷

却や、大量の雪を利用した氷室によ

る保冷方法が実用化されています。  

現在、米倉庫は「米の高品質化と

物流合理化」の見地から「３０kg

紙袋による常温保管を廃し、１トン樹

脂袋による低温保管」へと倉庫の建

て替えが進められています。この低

温倉庫の建設に至った生産地での

経緯をご説明しましょう。  １９９０年代、

農家・ＪＡでは「売れる米づくり」運

動の一環として、コシヒカリ以外のブ

ランド米を確立する気運が高まり、様々

な新品種の作付けが始まりました。 また、

大型精米工場の集約化・効率化に

ともない「３０kg紙袋から１トン樹脂袋」

への需要が高まっていきました。また、

農家各戸の粒選別度合いの差による

玄米の品質ムラが地域ブランド米の

確立にとっての障害の一つになって

いたのです。  これらの問題解決を目

指し、１９９５年から「玄米を再調製

して、均一のお米に仕上げる」ため

のグレードアップを目的とした、「玄米

再選別機能（粒選別）＋１トン樹脂

袋詰め＋低温平床倉庫」施設が建

設され始めました。更に米粒食味計

と米粒測定器で玄米を測定して同一

品質にそろえられた米は、精米工場

からは「安定した品質の米で使い易

い」、生産者からは「栽培結果を食

味値と整粒歩合とで確認でき、来年

の米作りの指標となる」と高く評価さ

れました。 ここに地域ブランド米確立

への一歩が踏み出されました。そして、

１９９７年から北海道に同様の施設が

多数建設され始め、その後全国へ

拡がっていきました。これらの施設で

は米粒食味計と米粒測定器を使用し

て徹底した品質管理が進められました。

また、色彩選別機の導入もこの頃か

ら本格的に始まり、折から発生したカ

メムシによる被害粒除去に絶大な効

果を発揮しました。色彩選別機により、

再調製も粒選別だけでなく色彩選別

も可能となり品質も向上しました。こ

の時期には従来の平床式倉庫と隣

接して玄米再調製施設も多数建設さ

れました。「玄米再選別機能（粒選

別、色彩選別）＋１トン樹脂袋詰め」

施設は地域ブランド米確立に有効と

の認識が広まった結果と言えるでしょう。 

 

 

　１９９９年からは、現在のライスビル

と呼ばれる「玄米再選別機能＋１ト

ン樹脂袋詰め＋自動ラック倉庫」施

設の建設が始まりました。これは、
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サタケ技研No.00-01「米の収穫後の処理技術」より
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50,000×60kg 
3,000,000kg=3,000トン 
15段（高さ）× 
25連（奥行き）× 
 8（4列×2）  

= 
= 
=

50,000俵 
 

3,000棚 

倉庫部分を従来の平床式倉庫から、

ラック（自動倉庫）式倉庫にしたも

のです。自動ラック倉庫は容量１トン

樹脂袋をパレットに載せたまま移動す

る自動倉庫に、低温貯蔵のために温

度・湿度を調整できる空気調整装置

を組み合わせた倉庫です。パレット移

動には、ローラーコンベア、チェーン

コンベアと呼ばれる搬送機とトラバー

サ（台車）、スタッカークレーン（前後、

上下に移動するクレーン）を使用しま

す。１トン樹脂袋コンテナを格納する

ラックは１つのスタッカークレーンに対し、

左右１列ずつ配置され、更に１列に

は奥と手前に２つのラック棚があります。

ラック棚はパレット上の1トン樹脂袋が

格納できるサイズとなっており、５０,０

００俵の貯蔵能力を持つ場合は、お

よそ下記の様な構成となります。 

 

 

 

 

 

 

 

　サタケの自動ラック倉庫の特徴として、

次の項目があります。 

①要望されるお米を素早く出荷できる。

　平床式では、床面上に１トン樹脂袋

を直接積みあげます（はい積み）。は

い積みの場合、１トン樹脂袋を５～６

段積みますので、どうしても後入れ先

出し（上の段の米から出荷する）とな

ります。しかし、ラック式ではどのラック

の米でも、自在に選択して出し入れで

きますので今後要望される同一栽培

方式、同一品質の玄米を同一ロットと

して出荷する事が容易に出来ます。 

②省力化が実現できる。  

　平床式では、１トン樹脂袋をはい積

みします。はい積みには、クレーンまた

はフォークリフトを使用しますが、いず

れの場合も機械の操作に熟練を要し

ます。また、クレーンのフックやフォーク

の爪と１トン樹脂袋の吊り上げベルトの

取り外しのため、作業者が高所作業

を行う必要があります。自動ラック倉庫

ではラック倉庫内部は無人なので、１

トン樹脂袋の袋詰めに人員を配置す

るだけで、玄米が自動的に入庫できま

す。サンプル玄米の抽出、パレット番号、

品種等のデータも自動で入力出来ます。 

③品質保持上有利である。  

　米の呼吸時には熱が発生します。

１トン樹脂袋をはい積みした場合、米

の呼吸で発生した熱が真上の１トン

樹脂袋に伝導してゆきます。最上段

の玄米は、下段全ての米で発生した

熱の影響を受けます。特に入庫直後

の玄米は、低温に保たれた倉庫内の

米より高温になっているので要注意で

す。自動ラック倉庫の場合、１トン樹

脂袋は物理的に離れていますので、

熱が他の１トン樹脂袋に伝わることは

ありません。お互いに熱の影響を与

えないので、入庫した玄米の冷却時

間も短縮されます。 

　倉庫内は自動で温湿度制御され、

監視・記録装置が設置されています。 

 

 

棚ごとに仕分けられたお米を安全確実に、最適な温度・湿度で保管します。 

トラバーサ（台車） 
入出庫ステーションと保管施設間を結び付け、
安全に高速搬送を行ないます。

スタッカークレーン 
ラック間の狭いスペースを走行し、1トン樹
脂袋またはパレット毎に自動的に保管します。

一括集中管理コンピュータ 
物流関連業務をOA化。 情報の簡素化を
図り人為ミスを完全にシャットアウトします。

一棚ごとに、お米を保管します。冷気がお米を包み込むように循環
し、ムラなく芯までお米を冷やし、穫れたての鮮度を保ちます。

平床式 

冷気が

通らない

台付米 台付米 台付米

ライスビル 

最新鋭のクレーンとコンピュータで、先入れ・先出しはもちろん、
ローテーションや在庫の管理も、一人で『楽』に操作できます。
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　自動車バンパーのリサイクルを進める

マツダは、この度サタケと共同で回収バ

ンパーの塗膜を９９.９％除去できる技術

を開発しました。これにより、バンパーか

らバンパーへのリサイクルが可能となり

ました。 

　通常、バンパーはプラスチックからでき

ており、細かく粉砕した後、溶かして再

生することが可能です｡しかし、塗装し

たバンパーをそのまま再生すると、粉砕

した再生ペレットには塗膜が残っている

ため、プラスチック同士のつながりが弱く

なり、バンパーに必要な強度が得られま

せんでした｡そこで開発が進められたの

が、バンパーを粉砕した再生ペ

レットから、塗料の付着したものを

最大限取り除くことでした。 

　今回開発された技術は、従来

の塗膜除去工程の後に、穀物

中の異物や着色粒を除去する

サタケの色彩選別機マジックソ

ーターの技術を組み合わせたも

のです。 

　再生ペレットの特性に合わせ

て選別プロセスが改良され、従

来の除去工程で除去しきれなか

った不良ペレットの除去に成功し

ました。 

付加価値米の 
種もみをお客さまに。 

付加価値米の 
種もみをお客さまに。 

「LGCソフト」、「はいみのり」の種もみを 
収穫、販売開始。 

自動車メーカー・マツダとサタケ 

新商品 新商品 

　広島県東広島市の福原博文さん宅で

９月２６日、腎臓病患者に向く「LGCソフト」、

普通米の３～４倍の胚芽をもつ「はいみの

り」の２品種が収穫されました。これは、入

手が難しい付加価値米の種もみをお客

様に提供するために、サタケが独立行政

法人農業技術研究機構及び独立行政

法人農業生物資源研究所と利用許諾契

約を締結し、福原さんに種もみの委託栽

培を請け負っていただいたものです。 

　普通米には、５～１０％のたんぱく質

が含まれています。その中でも消化吸

収されやすい「グルテリン」と、されにく

い「プロラミン」の２種類のたんぱく質

があります。腎臓が弱いと、たんぱく質

が消化吸収されても、分解された尿素

が排出できずに尿毒症になってしまい

ます。つまりは、たんぱく質が消化吸収

されなければよいわけです。「LGCソ

フト」は普通米と同様にたんぱく質を

含んでいますが、消化吸収されやすい

たんぱく質「グルテリン」を大幅に減ら

しているため、尿毒症の原因となりにく

く、腎臓が弱い方のご飯に向いていま

す。以前からこうした腎臓病患者向け

の低グルテリン米は開発されていまし

たが、「美味しくない」と食味の評判が

よくありませんでした。しかし、この「LGC

ソフト」は改良が重ねられた結果、低グ

ルテリンでありながら普通米と変わらな

い良食味を実現しました。今後、腎臓

病患者の食事として期待されています。 

　どんなお米にも胚芽がありますが、こ

の「はいみのり」は通常品種の３～４

倍の大きさの胚芽をもっています。写

真に示すとおり、その大きさは一目瞭

然です。胚芽には、血圧降下作用な

どの効果があるとされるギャバ（γ-アミ

ノ酪酸）が含まれており、胚芽が大き

い「はいみのり」は、それだけギャバの

含有量が多いとされています。ギャバ

をキーワードとした発芽玄米などが注

目を集めていますが、この「はいみのり」

もこれからの健康食品として脚光を浴

びることは間違いないでしょう。

TASTY編集スタッフが、胚芽を残して

精米した胚芽米を炊飯して試食した

ところ、ねばりもほどよく、胚芽のプチプ

チとした食感が印象的でした。 

NEWS

「LGCソフト」 

「はいみのり」 健康食品用の巨大胚芽米 

美味しくなった低グルテリン米 

←委託栽培を請
け負っていただい
た福原さん。「2
品種とも倒伏し
にくく、比較的栽
培しやすかった。
この種もみで、み
なさんにもたくさ
ん育てていただき
たい」と収穫後
の感想をいただ
いた。 

↑共同開発により回収バンパーから作られたリサイクルバンパー 

↑不良ペレットを取り除くための技術開発の
ベースとなった色彩選別機マジックソーター 

上記2品種の種もみについて、購入ご希望の方は下記へお問い合せ下さい。 

←胚芽精米した
「はいみのり」。
胚芽が大きい
ことがひと目で
分かる。 

お問い合せ先 

バンパーリサイクルの 
新技術を共同開発 

　ミルマスターは、多様化するニーズに

お応えするため、「高品質」「残留レス」

「コンパクト」をキーワードに開発した小

ロット・コンタミ問題対応の精米機です。

毎時能力２トン、３トンタイプがあります。

ぬか切れのよい高品質な白米に仕上

がり、精米開始より終了まで常に安定

した品質を保つのが特長です。 

　小ロット生産とコンタミ問題に対応

した精米機「ミルマスター」と高速処

理と小ロット生産に対応したパッカー

「パッキングマスター」を発表しました。

１０月１日より予約を開始し、１２月１５日

より発売します。９月３０日にサタケ東

京本社で行われた発表会では、ミル

マスターを展示。たくさんの報道関係

の方 に々ご覧いただきました。 

　パッキングマスターは「高能率」「最

小端量」「低価格」をキーワードに開

発した小ロット・多品種対応の高速ロ

ータリーパッカーです。シャフトレスボビ

ンの採用、印字位置の自動調整など

の機能により、作業を飛躍的に省力

化しました。残留排出装置により残留

米を簡単に機外へ排出できます。 

↑精米機「ミルマスター」 

↑サタケ東京本社での発表会。 

↑パッカー「パッキングマスター」 

エルジーシー 

エルジーシー 

選別される前の 
再生ペレット 

除去された 
不良ペレット 

塗膜のない 
再生ペレット 

選別 
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図表 

図2 飼育試験結果 

0.289

0.469

1 日平均増体量
1日飼料摂取量

0.317

0.529

基本飼料 微粉ぬか

1
日
平
均
増
体
量
／
1
日
飼
料
摂
取
量(

kg)

　もみ殻は、日本人の主食であるお米

を加工する際に出る副産物です。も

み総重量の約２割、見掛比重は約０.１

で成分はケイ酸がほとんどを占めてい

ます。一見「やっかいもの」のように思

われがちなもみ殻を有効に利用する

方法をご紹介します。  

 

 

 

　もみ殻をくん炭処理したものをほ場

に施用することによって土壌の通気が

改善されるほか、保水力がアップした

り土壌消毒の効果もあるなど、土壌改

良に優れた効力を発揮します。また、

もみ殻を直接ほ場に敷くことにより土

壌の乾燥が防止でき、防寒、雑草予

防等の効果も得られます。 

 

 

 

　畜舎の敷料として利用した場合、フ

ン尿の悪臭を防止し家畜への衛生面

を向上させ、堆肥化施設へ運搬荷受

される前の水分を調質させることがで

きます。 

 

 

 

　近年急速にもみ殻の利用が進んで

いるのは堆肥化施設です。粉砕した

もみ殻を混合することによってふん尿

の水分が吸着され、発酵中の堆肥も

通気性が改善されます。そのため、完

熟堆肥に必要な好気性細菌による発

酵を促進します。１日の畜フン処理量

が多いところでは、１日当り数千キログ

ラムのもみ殻を必要とする場合もありま

す。そのためカントリーエレベーター（穀

類乾燥・貯蔵・調製施設）やライスセン

ターとの連携が重要になってきます。 

 

 

 

　その他もみ殻は、バイオマス発電の

原料として研究されるほか、もみの苗床、

きのこ類の菌床、穀類の乾燥等、様々

な利用方法があります。もみ殻の新し

い利用法を考えていくと、今までの「や

っかいもの」の位置付けから、非常に

有効な資源として、もっと意外な役割

に気が付くかもしれません。　 

もみ殻のゆくえ 

無洗米の需要 

の微粉ぬか 

微粉ぬかの新利用 

微粉ぬかの利点 

今後の展望 

ほ場への利用 

畜舎の敷料 

堆肥化施設での利用 

その他 

微粉ぬかの利用 

+

図1 除去された微粉ぬかの流れ 

無洗米 
加工前の白米 

タピオカ澱粉 

タピオカ澱粉 

微粉ぬかを吸着した 

タピオカ澱粉 

微粉ぬか 

微粉ぬか 

タピオカ澱粉が
白米表面の微粉
ぬかを吸着して
取り除きます。 

分離されたタピオカ
澱粉は、再び微粉ぬか
の除去に使われます。 

分離された微粉ぬかは 
品質の高い飼料として利用されます。 

 

 

 

　精米工場において洗米（米とぎ）に

相当する加工処理を施した「無洗米」

は、調理時の簡便性に加え使用水（排

水）の削減、炊飯歩留まりの向上、炊

飯作業が標準化できる等の利点から、

近年急速にその需要が高まっています。 

 

 

 

　サタケの無洗米製造装置ネオ・テイ

スティ・ホワイト・プロセス（NTWP）は、

特許を取得し現在最も注目を浴びて

いるシステムです。この無洗米の製法

は、精米後の微粉ぬかを熱付着材で

除去するものです。その熱付着材には、

デザートなどの食材で知られている、タ

ピオカ澱粉を使用しています。 

微粉ぬかを付着させた、タピオカ澱粉

粒は、タピオカ澱粉と微粉ぬかに分離

され、リサイクルシステムで乾燥されます。

タピオカ澱粉は熱付着材として循環

利用されます。今回は、副産物の微

粉ぬかに注目しました。（図１参照） 

 

 

 

　図１のフローによって、分離除去さ

れた微粉ぬかは、今までほとんどが油

糧原料として搾油メーカーに、有価で

引取られていました。 

　さらに他の利用法を検討するために、

サタケは食協株式会社、日本農産工

業株式会社と共同で、無洗米の微粉

ぬかが粗たん白質・粗脂肪・可溶性

無窒素物（澱粉、糖類、有機酸等）を

含むことに着目し、飼料（家畜のえさ）

として適しているかどうかについて、

研究を行いました。 

　実験では、豚に一般的な｢基本飼料｣

と｢微粉ぬかを基本飼料に混合したも

の｣とを与えて、生育を比較しました。

その結果、微粉ぬか混合飼料の方が

成長率及び摂取量に優れていること

が分かりました。（図２参照） 

現在無洗米の微粉ぬかは、飼料の安

全性が問われる中、全国の配合飼料

の原料として注目されています。 

 

 

 

１.飼料原料として用いるための、加工

　処理（粉砕等）が不要。  

２.熱処理工程を経ているため、脂質

　酸化を促す酵素が無く劣化しにくい。 

３.一般の飼料に比べ、哺乳中や離乳

　直後の子豚に最も優れた飼料適性。

４.廃棄物ゼロ(ゼロエミッション)を目指す、

　環境にやさしい副産物処理を実践。 

 

 

 

　現在微粉ぬかは、ネオ・テイスティ・

ホワイト・プロセス（NTWP）設置工場

のご協力により、配合飼料の原料のほ

か、油菓子等への利用研究が行われ

ています。これは、現代人に不足しが

ちな食物繊維を多く含む利点を生か

した、いわば｢お米屋さんのお菓子｣と

呼べるものです。 

　無洗米製法を明確にしたネオ・テイ

スティ・ホワイト・プロセスからの、安全

な副産物である微粉ぬかの新活用。

今後はTWR無洗米（テイスティ・ホワ

イト・ライス）と共に、この微粉ぬかも大

きく需要が高まっていくだろうと予想さ

れています。 

ネオ・テイスティ・ホワイト・プロセスから出る 

ネオ・テイスティ・ホワイト・プロセス 

無洗米製造装置 

取材協力：食協（株）、日本農産工業（株） 


